
                                         木の実幼稚園 

                              【 令和6年（2024年） １２月号 】 

「大切な事を伝える、親子の会話」 

 駆け足で秋が通り過ぎました。そして、季節は師走へと向かいます。こんな時期は、どのクラスの子ども達の表情に

も日々の園生活の自信と活力が溢れる様で、入園、進級間もない春を思い返し、子どもの成長を実感する事が増えてき

ます。 

先日も、すごくうれしい事がありました。私が職員室から出て、園内のあちこちを見て回り、一仕事、二仕事終えて

職員室に戻ってくると、よく職員室に出入りしている年長組のA 君が、その日は先生方の椅子の上にちょこんと座っ

ていました。そして、A君は私の顔を見るなり、「園長先生、お疲れ様～。」と大きな声でニコニコにしながら声をか

けてくれました。 

私はあまりのタイミングの良さと、その言葉の的確さに驚くやら、うれしいやら・・・。「いゃ～、ありがとう。よ

う言うてくれたね。A君、素晴らしいね。とってもいいご挨拶やね。園長先生びっくりしたわ。えらい、えらい。」と

頭を撫でて、思い切り褒めました。その子が年少の時のことを思い返し、なんとしっかりしたものだと、本当にうれし

く感じたひと時でした。 

 

「お疲れ様」は、英語にはないすばらしい日本語のひとつです。相手を思いやる、やさしさのある言葉ですね。A君

は、それをどこで覚えたのでしょうか。幼稚園では、この言葉を直接教える事も、先生方がその言葉を使うタイミング

では子ども達は園にいませんから、言葉として接する機会はありません。きっと、ご家庭でお父さん、お母さん、家族

の方が使うのを聞いて、素敵だなと思って、覚えたんだろうと思います。そう、言葉の習得は、やはり家庭が基本なん

ですね。 

 

子どもは、乳児期から母親や父親が語りかける言葉、周りから聞こえてくる言葉を耳に入れ、言葉とはどういうもの

かを学習していきます。そして、言葉と脳内のイメージが一致することを学習し、そしてその言葉を自分の口で実際に

使ってみる＝話す事で、より高度な学習をしていきます。「聞く」「話す」を繰り返すことで、言葉の使い方、意味に

加えて、相手の反応を見て言葉の使い分けを学習していきます。このサイクルが阻害されると、言葉の習得、理解がな

かなか進みません。 

 

大事なのは、言葉を学習する為には、言葉を聞かせるだけではなく、そこに話せる相手がいて、ちゃんと言葉を返し

てくれる経験が必要という事です。よくテレビやタブレットで言葉をたくさん聞かせれば、子どもは言葉を学べると

誤解している方がいますが、この考え方は全く違います。脳科学が進んでくると、全ての学習は「インプット(入力)」

と「アウトプット(出力)」の繰り返しが基本だという事が分かってきています。聞かせる＝インプットだけではだめで、

話すというアウトプットをしないと言葉は身につかないのです。 

 

そういう意味で、スマホやタブレットがこれほど浸透すると、この聞いて、話すという家庭内での大切な経験がどう

しても希薄になります。ある有名な小児科の先生が、スマホは確かに便利で画期的なものだが、「孤立化」と「無言化」

「視線を合わさない」習慣が、家庭内で知らず知らずのうちに蔓延していくと指摘しています。 

 

子どもは、いつも自分が知った事、分かった事、面白かったこと「インプット」を、常に誰かに伝えたい、「アウト

プット」したくて仕方がないものです。「ねぇ、ねぇ、聞いて、聞いて。」園内で子どもに接していると、いつもたく

さんの子ども達から声をかけられ、一人一人聞いてあげるのに汗だくになる事が常ですが、それほど幼児期の子ども達

は、いつも話をしたい、聞いてほしい思いに溢れています。それを保育の中で実現していくのが、「会話」の時間なの

ですが、ご家庭こそ、親子で「何かについてお話をゆっくりする」という事を、日々持っていただきたいと願っていま

す。 

テレビやYou Tubeを見るのが悪いのではありません。「見せっぱなし」が問題なのです。それより、その番組や

内容について、思ったことや感じたことをネタに、思うように親子で、目を見てお話をしてみることです。 

また、その日の出来事や聞いた事から、いろいろ思うように五分でも、十分でも食卓で話すだけでも十分です。 

そんな会話の中で、人生で大事な、大事な事を子ども達に伝えたいとも思います。例えば、「善悪」「信頼」「美し

いという事」「尊敬」「思いやり」「親切」など、子ども達のこれからの人生に大切な、大切な言葉、価値観を伝えま

しょう。きっと、そんな素敵な言葉が、それからの子どもの人生を彩り、光を添える事になるのです。 

 

園長～今川 公平 



行 事 予 定 

 

１２（木） お弁当日  お弁当の持参を忘れないようにお願い致します。 

 

１３（金） 午前保育  ※音楽会準備の為、保育後の預かり保育は実施できません。予めご了承ください。 

 

１４（土） 令和６年度 音楽発表会  場所：松原市文化会館  詳細は後日配布。 

◎午前の部 Ａグループ（うさぎ、ひよこ、アヒル、星、雪、月、光、松、竹） 

８：５０集合（９：３０ 開始 ／ １２：００ 終了予定） 

 

◎午後の部 Ｂグループ（パンダ、コアラ、花、鳩、梅、桜、椿） 

１３：００集合（１３：３０ 開始 ／ １６：００ 終了予定）  

 

 

１６（月） 音楽発表会の振り替え休日  お休みです。 

 

１６（月） 第3期保育料等引き落とし 12～3月分の保育料と諸雑費が引き落とされます。 

※詳細は、後日お知らせする各自の諸雑費をご確認ください。 

 

１９（木）～２０（金） 午前保育／午後から２学期個人懇談会  詳細は別紙参照。 

            ※預かり保育は実施致しますが、個人懇談に参加しない日のみ、預かり保育利用可能です。 

 

２４（火） ２学期終業式  午前保育です。※早朝・保育終了後の預かり保育はありません。 

 

２５（水）・２６（木）・２７（金） 冬季特別預かり保育 （事前申込者のみの参加） 

 

※３学期始業式は、１月８日（水）です。（午前保育。早朝・保育終了後の預かり保育はありません。） 

 

 

お 知 ら せ 

 

☆最近、園児の制服や上靴、持ち物等について名前が書かれていないものが多数見受けられ、複数の園児の持ち物が

混同してしまうことがあります。担任や園児自身が自分の持ち物を把握できるよう、必ず全ての持ち物に名前を

記入していただきますようお願い致します。また、兄弟のお下がりや他人から譲ってもらった物も、必ず園児本人

の名前に書き変えてください。 

 

☆冬休み中の12月28日（土）～1月6日（月）までは、幼稚園は完全休業となります。 


